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１ 秋田港の概要

２ 世界と繋がる秋田港

３ 秋田港の貨物

４ インセンティブ制度

５ 新たな輸送ルート・輸送モードのご提案

６ 進化を続ける秋田港
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本日のご説明



自然 観光
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食
文化



位置 東北地方の日本海側

ニューヨーク、北京とほぼ同じ北緯40度付近

面積 11,638㎢

人口 876,671人（令和7年12月1日現在）

秋田県について
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１ 秋田港の概要～北東北の物流拠点～

コンテナ貨物取扱量

大船渡港

秋田港

八戸港

釜石港

【出典：国土交通省(R7.9現在)】

秋田港は、北東北の港で のコンテナ貨物取扱量

東北各地と結ぶ高速道路ネットワーク

秋田港のアクセス

※数値は空コンテナ含

6,858TEU

5,636TEU

40,242TEU

45,679TEU

最大
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秋 田 港
外港地区

１ 秋田港の概要～国際コンテナターミナル～

5.7ha

11.3ha

トランスファークレーン ３基

コンテナヤード

ガントリークレーン ２基
くん蒸施設

外港2号岸壁
(-13m)260m

外港1号岸壁
(-13m)270m

コンテナヤード

○取扱能力：１０万ＴＥＵ／年
○ふ頭用地：１７. ０ha
○バース：２６０ｍ×１
○コンテナ蔵置能力：7,998TEU

ド ラ イ ：3,894TEU
リーファ：96TEU
空 コ ン ：4,008TEU

○冷凍電源設備：48口（6口×8基）
○夜間照明設備：11基
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最新の運航スケジュールはこちら

２ 世界と繋がる秋田港～国際コンテナ定期航路～

〇韓国・中国航路(週１便)
－釜山新・釜山・蔚山・光陽・青島・大連－

〇韓国航路(週４便)
－釜山新・釜山－

〇国際フィーダー航路(週１便)
－新潟・直江津・富山・北九州・神戸－

合計 週６便

釜山港・神戸港を経由して

台湾・北米・東南アジア・ヨーロッパへ

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/93135
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①North Port

②New Port

25KM

基幹航路中心サービス
(米州、欧州など)

2024年1,788万TEU (73.3%)

イントラアジア中心サービス
(日本,中国,東南アジアなど）

2024年652万TEU (26.7%)

①North Port
②New Port

日本発着船舶北米、欧州等発着船舶

< 現在の主な寄港パターン >

①North Port
②New Port

< 今後の主な寄港パターン >

北米、欧州等発着船舶 日本発着船舶

今後、釜山新港の開発により、さらに利便性が向上！

２ 釜山港と繋がる秋田港

【蔵置率について】

・ピーク時(2021年12月～2022年2月)は80％超

・2025年7月以降は適正水準である70％以下まで落ち着いている状況
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３ 秋田港のコンテナ貨物

主な品目

秋田港のコンテナの取扱量（実入り）

輸入品目輸出品目

（１）木製品
（２）製材
（３）金属製品
（４）原木
（５）金属くず

（１）紙・パルプ
（２）非鉄金属（亜鉛類）
（３）木製品（合板）
（４）再利用資源（古紙等）
（５）自動車部品
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４ インセンティブ制度 (荷主企業)

令和７年度荷主定着化奨励金【トライアル枠】

交付額
交付要件支援区分

限度額単 価

50万円５万円

１、対象年度の過去２ヵ年度に秋田港コンテナ航路
を利用した輸出入または移出入を行った実績がな
いこと
２、１ＴＥＵ以上の輸出入または移出入を行うこと
３、翌年度以降も継続して秋田港を利用する計画
がある場合

輸 出 入
(移 出 入)

限度額単 価区 分

上記に該当する方陸 送 費 50万円5千円/TEU
片道30km以上

90km未満

100万円2万円/TEU片道90km以上

新たに秋田港を利用した物流ルートを構築するためのトライアル輸送に係る費用を助成！

最小限のリスクで

皆様の取組を強力に後押し！
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４ インセンティブ制度 (荷主企業)

交付額（限度額）交付要件支援区分

基本額と加算額を合計した金額を交付
【基本額】

①50TEU～ ･･･････････････ 50万円
※99TEU以下は1TEU×5,000円

②200TEU～ ･･･････････････ 80万円
③500TEU～ ･･････････････ 120万円
④1,000TEU～ ･･････････････ 280万円
⑤5,000TEU～ ･･････････････ 500万円
⑥8,000TEU～ ････････････ 1,000万円

【加算額】
※過去３カ年度の全ての年度において秋田港航路の利用実績が
あり、過去３ヵ年度のうち、最も取扱量実績（ＴＥＵ）が多い年度
と比較した増加分×５千円を加算

「50TEU以上の輸出入または移出入」を行う方

輸 出 入
(移 出 入)

限度額単 価区 分

上記に該当する方陸 送 費
50万円

5千円/TEU
片道30km以上

90km未満

2万円/TEU片道90km以上

☜ 詳細・最新の情報はこちら

令和７年度荷主定着化奨励金【通常枠】

R4 R5 R6 R7

← 加算対象分

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/93175


新規航路等開設促進支援（船社助成）
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外貿定期コンテナ航路又は国際フィーダー航路を開設した船社に対し、入港料や岸壁使用料、
荷役機械使用料の一部を助成！

①入港料等の補助制度（新規航路開設等促進事業）

初回寄港日から１８０日目～１年間補助期間

入港料、岸壁使用料、荷役機械使用料補助対象経費

１／２補助率

②荷役機械（ガントリークレーン）使用料の減免 20％

34,782円/30分⇒27,825円/30分

(イメージ)

４ インセンティブ制度 (船社)



➣物流問題への対応
・年々深刻化する構造的な問題

➣ＢＣＰ等の観点から
・大規模災害発生の懸念
・相互関税等、不透明な貿易政策への対応
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５ 物流を取り巻く情勢

輸送ルート・輸送モードの転換

ルートの複線化によるサプライチェーン強靭化

秋田港という選択肢！



【トラック輸送距離の比較】
※GoogleMap高速利用

・現 状 約550km

【効果】
・ドライバー労働時間の削減

・陸送費の削減

【効果】
・ドライバー労働時間の削減
・陸送費の削減

【トラック輸送距離の比較】
※GoogleMap高速利用

・現 状 約550km

・転換後 約80km

【CASE１：他港から秋田港へ輸送ルートの転換】

利用港：京浜港

着 地：秋田工場（県南地区）

貨 物：原材料の輸入

【課題】
・トラックの確保
・陸送費の高騰
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５ ご提案①～輸送ルートの転換～

・コンテナ取扱量に応じて支給される奨励金の対象となります！

・発地が秋田港から直線距離30km以上の場合陸送費支援の対象､最大100万円の補助

※対象となるためには条件がございます(令和8年１月現在)

さらに



【トラック輸送距離の比較】
※GoogleMap高速利用

・現 状 約870km

【課題】
・トラックの確保
・陸送費の高騰

トラック輸送

現
状

海
上
輸
送

秋田工場 大阪工場

秋田港秋田工場

海上輸送

神戸港 大阪工場

【トラック輸送距離の比較】
※GoogleMap高速利用

・現 状 約870km

・転換後 約50km

【効果】
・ドライバー労働時間の削減
・陸送費の削減

(別途海上運送費等要)
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【CASE２：内航フィーダーを活用したモーダルシフト】

発 地：秋田工場（県南地区）

着 地：大阪工場

貨 物：製材部品の輸送

５ ご提案②～輸送モードの転換～

・コンテナ取扱量に応じて支給される奨励金の対象となります！

・発地が秋田港から直線距離30km以上の場合陸送費支援の対象､最大100万円の補助

※対象となるためには条件がございます(令和8年１月現在)

さらに



全国地震動予測地図2020年版
(出典：政府 地震調査研究推進本部）

秋田県
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５ ご提案③～サプライチェーンの強靭化～

・ＢＣＰの確保 → 秋田港に優位性あり

・ルートの複線化 → サプライチェーンの強靭化



秋田県の港湾物流を支えています！

港湾区域内に保税倉庫を整備しているほか、秋田港周辺にも倉庫を整備

県内通関業者
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※主な港湾近郊の倉庫

秋田運送㈱
(保税倉庫:約990㎡) 

秋田海陸㈱
(保税倉庫：延床面積2,500㎡)

日本通運㈱
(延床面積：8337.6㎡)

能代運輸㈱
（保税蔵置場：延床面積1102.5㎡）

５ 港湾を支える物流体制



・防波堤を釣り場として開放

・クルーズ船の受入れ
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2023年は、国際クルーズの受入が再開
し、新型コロナウィルス以前の水準に回復

６ 進化を続ける秋田港～クルーズ船～
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６ 進化を続ける秋田港～洋上風力発電の推進～

〇関連事業の地場産業化や地域振興を目指す取り組みも進められています。

県内にも広がる関連事業への参入

〇もっと知りたい方は…

・洋上風力発電パンフレット

・秋田風力発電関連企業ガイドブック

パンフレットはこちら ガイドブックはこちら

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/79058
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/69234


19

メガソーラー発電

バイオマス発電

秋田臨海処理センター
エネルギー供給拠点の整備

陸上風力発電

バイオマス発電

※エネルギー供給拠点完成イメージ図

※再エネ工業団地イメージ図陸上風力発電

再エネ工業団地の整備

オフショアウィンドファーム

陸上ウィンドファーム

オフショアウィンドファーム
 (R10運転開始予定)

秋田港周辺は再生エネルギー供給の一大拠点！ 日本一の新エネ供給基地へ！

６ 進化を続ける秋田港～日本一の新エネ供給基地へ～
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北東北地域における物流拠点

新たな輸送ルート・輸送モードの検討

ＢＣＰ等の観点から､選択肢の一つとして

進化を続ける「秋田港」

まとめ
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【お問い合わせ先】
秋田県商業貿易課

018-860-2218
com-tra@pref.akita.lg.jp

ご清聴ありがとうございました

ぜひ、秋田港のご利用をご検討ください！


